
私
は
日
本
の
稲
作
経
営
に
お
け
る
コ
ス

ト
低
減
手
段
と
し
て
、
乾
田
直
播
栽
培
を

将
来
性
あ
る
技
術
と
と
ら
え
、
こ
れ
ま
で

各
地
を
訪
ね
て
、
関
係
者
の
取
り
組
み
を

本
誌
に
紹
介
し
て
き
た
。

ま
ず
、
秋
田
県
大
潟
村
で
高
品
質
高
収

量
を
実
現
し
て
い
る
矢
久
保
英
吾
氏
を
取

り
上
げ
た
。
ま
た
、
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
が
開
発
し
て
順
調
に
普
及
し
、
現
在

は
北
陸
で
も
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
冬
季

代
か
き
V
溝
直
播
栽
培
も
、
有
望
な
技
術

と
し
て
紹
介
し
た
。

矢
久
保
方
式
の
直
播
栽
培
と
V
溝
直
播

栽
培
に
は
、
共
通
し
た
問
題
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
播
種
期
の
天
候
に
影
響
さ
れ
や
す

い
こ
と
で
あ
る
。

直
播
栽
培
の
イ
ネ
は
、
移
植
栽
培
よ
り

も
本
田
で
の
生
育
期
間
が
長
い
。
春
の
気

温
と
土
壌
水
分
の
影
響
か
ら
、
発
芽
と
苗

立
ち
に
時
間
が
か
か
り
、
収
穫
ま
で
移
植

栽
培
よ
り
3
〜
10
日
ほ
ど
多
い
日
数
を
必

要
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
各
地
の
気
候
や
品
種
に

よ
っ
て
、
播
種
限
界
日
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
乾
田
直
播
栽
培
は
、

播
種
ま
で
に
本
田
を
乾
か
す
必
要
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
春
の
遅
い
地

方
で
は
、
天
候
に
よ
っ
て
作
業
の
可
否
が

決
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
特
に
東
北
・
北

陸
・
北
海
道
な
ど
の
春
の
気
温
上
昇
が
遅

い
地
方
で
は
、
毎
年
こ
の
点
を
心
配
し
な

が
ら
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
北
地

方
で
も
太
平
洋
側
の
比
較
的
温
暖
、
あ
る

い
は
乾
燥
し
て
い
る
地
方
で
は
大
き
な
問

題
に
な
ら
な
い
が
、
積
雪
す
る
地
方
で
は

雪
解
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
作
業
全
体
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
独
立
行
政
法
人
北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
同
セ
ン
タ

ー
）
内
、
北
海
道
水
田
輪
作
研
究
チ
ー
ム

長
の
大
下
泰
生
氏
を
訪
ね
、
北
海
道
に
お

け
る
直
播
栽
培
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と

に
し
た
。

北
海
道
の
直
播
栽
培
の
歴
史
は
、
非
常

に
古
い
。
雑
草
問
題
な
ど
解
決
困
難
な
点

も
あ
り
、
近
年
は
移
植
栽
培
が
全
道
の
基

本
技
術
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
明
治
時

代
後
半
か
ら
湛
水
直
播
技
術
が
普
及
し
た

経
緯
が
あ
る
。
昭
和
初
期
に
は
、
北
海
道

の
全
稲
作
面
積
の
8
割
以
上
が
、
湛
水
直

播
栽
培
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
種
子
に
芒
が
な
い
品
種
の
発
見
や
、

「
タ
コ
足
直
播
機
」
の
開
発
も
、
普
及
を
後

押
し
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
畑
苗
代
技
術
の
開
発
、
そ
し

て
田
植
え
機
の
利
用
を
前
提
と
し
た
育
苗

技
術
へ
と
変
化
し
、
現
在
の
移
植
栽
培
中

心
の
稲
作
に
至
っ
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
直
播
技
術
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。「
乾
田
直

播
早
期
湛
水
栽
培
」
と
し
て
、
約
20
年
前

の
1
9
8
6
年
か
ら
、
公
式
に
普
及
が
始

ま
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
発
行
の
資
料

を
も
と
に
、
そ
の
基
本
技
術
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。

●
耕
起

チ
ゼ
ル
プ
ラ
ウ
に
よ
る
耕
起
作
業
を
行
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革
新 
乾
田
直
播
に
よ
る 

　 

水
田
経
営

革
新 Vol.20

乾
田
直
播
技
術
が
水
田
経
営
を
抜
本
か
ら

変
え
る
革
新
的
な
も
の
と
言
え
る
の
は
な

ぜ
か
。
低
関
税
時
代
を
目
前
に
控
え
た
今
、

低
コ
ス
ト
・
省
力
化
を
超
え
た
そ
の
経
営

的
意
義
を
、
す
で
に
同
栽
培
を
実
践
し
て

い
る
稲
作
経
営
者
の
取
り
組
み
や
世
界
の

コ
メ
業
界
の
動
向
を
通
し
て
紹
介
す
る
。



た
り
3
・
5
㎏
、
愛
知
の
V
溝
方
式
で
は
同

5
〜
8
㎏
で
あ
る
か
ら
、
や
や
多
め
の
播

種
量
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

種
子
も
発
芽
処
理
し
た
も
の
を
使
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
移
植
用
の

苗
作
り
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
種
子
を

選
別
、
消
毒
、
浸
種
し
、
ハ
ト
胸
状
態
ま

で
に
す
る
。
芽
や
根
が
出
て
し
ま
う
と
、

播
種
時
に
切
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
確
実
な
発
芽
を
得
る
た

め
に
、
種
子
に
酸
素
供
給
剤
の
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
水
田
で

い
く
つ
か
の
条
件
が
整
え
ば
、
発
芽
に
必

要
な
酸
素
は
供
給
さ
れ
、
目
標
の
発
芽
・

苗
立
ち
が
得
ら
れ
る
た
め
、
最
近
は
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
せ
ず
に
播
種
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

均
平
技
術
の
向
上
や
鎮
圧
作
業
で
播
種

床
の
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
が
、
発
芽

障
害
が
減
っ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

な
う
。
雪
解
け
後
の
土
を
乾
か
す
に
は
、

チ
ゼ
ル
耕
起
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
次
の
作
業
に
取
り
か
か

る
た
め
に
、
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。

●
圃
場
の
均
平

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
リ
ン
グ
は
、
本
田
を
均

平
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
目
標

高
低
差
は
±
2
・
5
㎝
。
低
い
場
所
で
は
水

が
深
く
残
り
、
発
芽
・
苗
立
ち
の
不
良
を

起
こ
す
。
高
い
場
所
で
は
除
草
剤
の
効
果

が
期
待
で
き
ず
、
雑
草
対
策
に
苦
労
し
、

経
費
を
か
け
て
も
減
収
も
あ
り
え
る
。

●
給
排
水

土
を
乾
か
し
、
播
種
作
業
を
円
滑
に
す

る
た
め
に
、
作
溝
機
で
明
渠
を
設
置
す
る
。

こ
の
溝
は
給
水
用
と
し
て
も
機
能
し
、
播

種
後
に
速
や
か
に
か
ん
水
す
る
際
に
も
効

果
を
発
揮
す
る
。

●
播
種

同
セ
ン
タ
ー
開
発
の
「
浅
耕
マ
ル
チ
シ

ー
ダ
ー
」
を
使
っ
て
、
播
種
作
業
を
行
な

う
。
耕
転
部
は
逆
転
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
で

砕
土
、
浅
く
細
か
い
土
を
作
り
な
が
ら
も
、

土
の
中
は
粗
い
部
分
を
残
し
、
イ
ネ
の
生

育
に
理
想
的
な
状
態
を
作
っ
て
い
る
。
ロ

ー
タ
リ
ー
シ
ー
ダ
ー
に
組
ん
で
あ
る
側
条

施
肥
機
に
よ
っ
て
、
種
子
の
傍
ら
に
一
定

の
深
さ
で
肥
料
を
置
い
て
い
く
。
こ
れ
に

よ
り
初
期
成
育
が
促
進
さ
れ
る
。

●
鎮
圧

播
種
後
の
田
面
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー

ラ
ー
で
鎮
圧
す
る
。
種
子
と
土
を
密
着
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
漏
水
防
止
の
意
味
も

あ
る
。

●
播
種
後
の
か
ん
水

平
均
気
温
が
12
℃
以
上
に
な
っ
た
ら
、

水
田
に
浅
く
水
を
入
れ
る
。
発
芽
が
揃
う

ま
で
は
浅
水
を
維
持
す
る
。

レ
ベ
リ
ン
グ
と
鎮
圧
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
。
大
潟
村
の
矢
久
保
氏

も
レ
ベ
リ
ン
グ
が
い
か
に
大
切
な
技
術
で

あ
る
か
理
解
し
、
実
践
し
て
き
た
。
愛
知

の
V
溝
方
式
で
は
、
冬
季
の
代
か
き
に
よ

っ
て
均
平
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
広
い

水
田
で
は
レ
ベ
ラ
ー
を
使
用
し
、
整
地
代

か
き
を
行
な
う
。

北
海
道
で
は
気
温
の
上
昇
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
水
の
保
温
効
果
を
利
用
し
て

い
る
。
播
種
後
の
水
田
に
薄
く
水
を
入
れ

る
こ
と
で
、
日
中
に
上
昇
し
た
地
温
を
夜

間
ま
で
保
ち
、
発
芽
・
苗
立
ち
に
役
立
て

て
い
る
。
こ
の
と
き
、
水
が
い
か
に
浅
く

均
平
に
田
面
を
覆
う
か
が
、
初
期
成
育
の

大
き
な
分
か
れ
目
と
な
る
。

北
海
道
で
は
分
ケ
ツ
期

の
気
温
も
低
い
こ
と
か
ら
、

苗
立
ち
を
多
く
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
平
米
あ
た
り
2

0
0
本
の
苗
立
ち
を
目
標
と

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
播
種
量
は

10
a
あ
た
り
11
㎏
。
大
潟
村

の
矢
久
保
農
場
で
は
10
a
あ
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1952年福島県生まれ。74年、米カリフ

ォルニア州の国府田農場で1年間実習

後、帰国、大規模稲作経営に取り組む。

89年、カリフォルニアに渡米、コメ作り

を開始する。同時に始めた精米会社で

「田牧米」を作り、米国内にとどまらず

世界中の良質米市場にブランドを定着さ

せた。現在は、コメを生産しながら、コ

メ産業コンサルタントとして活躍する。

田牧 一郎
TAMAKI ICHIRO

コメ産業
コンサルタント

▲札幌にある試験圃場を視察する筆者ら。

▲北海道農業研究センターで、水田輪作研究チーム長
を務める大下泰生氏。取材に快く応じていただいた。


